
2022/11/10
帝人株式会社

SIP『スマート物流サービス』シンポジウム2022



2

目次

1．研究概要
2．研究体制
3. 実証内容における期待効果とKPI
4. 実証実験 主な全体フロー
5. 実証実験途中経過 ①配送効率化 検討
6．実証実験途中経過 ②院外倉庫 業務効率化
7. 実証実験途中経過 ③院内 業務効率化
8．システム連携イメージ
9．社会実装後のビジネスモデル
10．今後の拡大計画
11．最後に



3

ディーラー・医療機関間の医療材料物流は、病院側のキャパシティーやリソースの問題により、アナログで煩雑な少量多頻度物
流が必要となっている。

本研究開発においては、大病院の医療材料分野において、共同院外倉庫を活用した共同物流網の構築と自動認識による
効率化に向けた取組みを行う。

病院が主体的に参画し共同院外倉庫を構築する初めての取組み

研究開発の背景

研究開発の概要

病院の
消費データ管理

共同院外倉庫の
ピッキング、出荷登録

RFIDデバイス

研究開発の詳細
 共同院外倉庫を活用した配送回数の削減

 共同院外倉庫のRFIDを活用したピッキング、出荷、
棚卸作業の業務効率化

 病院のRFIDを活用した医療材料の消費データ管
理による業務効率化

研究テーマ 業種等データ基盤の構築 「医療材料」
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２．研究体制

共同院外倉庫運営
（SPD受託）
小西医療器

物流

SIPデータ基盤提供
RFIDデバイス提供

帝人

医療機関
聖路加国際病院

東京医科歯科大学病院

エスピック
院内物流システムベンダ

コンサルタント
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

ディーラ

メーカ

ホギメディカル 他

佐川急便

物流業者 システム構築

サービス受領者

社会実装までのPJサポート、マーケティング

医療材料製造・販売

社会実装までのシステム構築、
継続保守サポート

医療材料物流

代表研究機関
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３．実証内容における期待効果とKPI

配送合理化

期待効果 KPI

１

共同院外倉庫
業務効率化２

病院内
業務効率化3

メーカ → 共同院外倉庫
配送回数減・一括納品で配送費削減

共同院外倉庫→各病院
積載率・積載量の向上で効率配送

メーカ → 共同院外倉庫
配送回数 75％削減
(年間 240回 → 60回)

ピッキング、出荷、棚卸 等にRFID
を利用した際の業務効率化

RFID

RFID

入荷検品、使用実績登録 等に
RFIDを利用した際の業務効率化

院外倉庫と病院合わせた
作業人数 5人削減
(22人→17人)

使用実績登録時間
病棟：90％削減
手術室：99％削減
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場所 ：佐川グローバルロジスティクス
東京SRC内
小西医療器 品川事業所

面積 ：200坪
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5．実証実験途中経過 ①配送効率化 検討
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聖路加国際病院

東京医科歯科大学病院
メーカ：

ホギメディカル

聖路加国際病院

東京医科歯科大学病院

 院外倉庫のスペースを考慮すると、週２回配送の実現性が高いことが判明

メーカ：
ホギメディカル

院外倉庫：
小西医療器

336回/年after

before 480回/年

週5回
年間 240回

週５回
年間 240回

週５回
年間 240回

週２回
年間 96回

5．実証実験途中経過 ①配送効率化 検討

ー144回
30％削減



10

ディーラ 病院

倉
庫
棚
入
（
ケ
ー
ス
）

開
梱

出
荷
（
目
視
）

入
荷

医療材料メーカ

製
造

出
荷
（
週
5
日
）

配
送

配
送

ピ
ッ
キ
ン
グ

入
荷
検
品
（
目
視
）

倉
庫
棚
入
（
個
品
）

SPD
カ
ー
ド
貼
付

倉
庫
間
移
送

病
棟
配
送

ピ
ッ
キ
ン
グ

病
棟
棚
入
（
個
品
）

使
用
・
カ
ー
ド
回
収

病院倉庫① 病院倉庫② 病棟

院外倉庫（ディーラ運営）

出
荷
（RFID

）

入
荷

医療材料メーカ

製
造

出
荷
（
週
２
日
）

配
送

配
送

ピ
ッ
キ
ン
グ

SPD

カ
ー
ド
貼
付

病
棟
配
送

病
棟
棚
入
（
個
品
）

使
用
・RFID

読
取

病院倉庫 病棟

倉
庫
棚
入
（
ケ
ー
ス
）

開
梱

入
荷
検
品
（RFID

）

倉
庫
棚
入
（
個
品
）

SPD

カ
ー
ド
貼
付

倉
庫
間
移
送

ピ
ッ
キ
ン
グ

現在の運用 before

ディーラーデメリット
貼付工数増加

6．実証実験途中経過 ②院外倉庫 業務効率化

今後の運用 after

バ
ー
コ
ー
ド
読
取

ディーラーメリット②
積載率向上

ディーラーメリット
①検品工数削減



11
作業効率は従来運用の2倍

6．実証実験途中経過 ②院外倉庫 業務効率化
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7．実証実験途中経過 ③院内 業務効率化

今後の運用
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③① ①

検品時間の削減
2.5時間→2分
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8．システム連携イメージ

今回の検証範囲
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9．社会実装後のビジネスモデル
医療機関

（大病院）

検品
（RFID読取）

使用
（RFID読取）

システム利用料
（物流費等含む）

医療材料費

医療機関側の保管スペースの圧
縮、作業効率の向上

帝人・協力事業者
（共同院外倉庫）

医療材料ディーラー
医療材料メーカー

RFID関連システム提供に加え、
共同院外倉庫の運用を行い、入
庫・保管・配送の効率化を行う

自動発注

小分け
（RFID貼付）

共同保管

出荷

出荷

共同配送自動発注

日本自動認識
システム協会

業界団体等
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院外倉庫が有効な３条件

近畿地方
303病院

中部地方
235病院

関東地方
426病院

569病院 964病院

62％

10．今後の拡大計画

１st step ：都内地域の２病院でPOC開始→2022年10月～ 実装予定

２nd step: 首都圏地域に広げて規模拡大

事業化
検討

プロセス

聖路加国際病院手術キット

医療材料 東京医科歯科大学
医学部附属病院

2022

2023

医療材料 首都圏の病院

３rd step: 他地域の大都市圏へ共同院外倉庫の拠点拡大2025

物流・商流 データ基盤

共同院外倉庫

【拡大展開イメージ】

【ターゲット市場の選定】

❶ 院内の保管スペース 小

市場規模

大都市圏300床以上

964病院

ターゲット
全国300床以上

1533病院

❸ 物量 多❷ 近辺に 複数病院
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SIPのデータ基盤で、入荷～消費実績までのデータを共有し
共同院外倉庫の活用による医療物流改革を目指します！

11．最後に
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